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『

関
原
の
森
』オ
ー
プ
ン

ま
ち
づ
く
り
と
憩
い
の
場
に

5 月15日( 日)

「
関
原
の
森
」
は
、
区
が
現
在
関
原
一
丁
目
で
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
環
境
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

居
住
環
境
と
工
業
の
環
境
を
共
に
合
わ
せ
て
整
備
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。こ
こ
は
、
敷

地
面
積
約
4
千
6
0
0㎡で
「
愛
恵
ま
ち
づ
く
り
記
念
館
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
工
房
館
」
と
の
複
合
施
設
で
す
。
1
千
2
0
0㎡ほ
ど
の
前
庭
に

は
、
大
き
な
し
い
の
木
が
緑
陰
を
つ
く
り
だ
し
、
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
も
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
所
で
も
あ
り
ま
す
。

2
つ
の
施
設
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す

「
愛
恵
ま
ち
づ
く
り
記
念
館
」は
、
2

階
建
て
で
、
1
階
に
は
イ
ベ
ン
ト
ル
ー

ム
3
室
、
2
階
に
は
会
議
室
―
室
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
図
書
や
ビ
デ
オ
な

ど
を
置
い
た
資
料
室
2
室
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
機
会
を
提
供
し
、
共
に
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
た
め
の
施
設
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
は
、
講
演
会
、
展

示
会
な
ど
に
、
会
議
室
は
地
域
の
会
議

な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
5
月
1
7

日
か
ら
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
、「
愛
恵
ま
ち
づ
く
り

記
念
館
」の
事
務
室
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
開
館
は
午
前
9
時
3
0分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
で
す
(
月
曜
日
は
休
館
)
。

「
ま
ち
づ
く
り
工
房
館
」は
、
地
域
の

工
業
を
営
む
方
に
快
適
な
作
業
空
間
を

提
供
し
、
地
域
工
業
の
発
展
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
す
。こ
ち
ら
も
2
階
建
て
で
賃
貸
の

作
業
室
1
0室
と
会
議
室
1
室
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
作
業
室
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
住
環
境
整
備
事
業
協
力
者
に
貸
し
出

し
ま
す
。
会
議
室
は
、
区
内
の
工
業
を

営
む
方
な
ど
で
研
修
等
を
行
う
場
合
に

無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す

こ
の
「
関
原
の
森
」の
開
設
を
記
念

し
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
共
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
=
5
月
1
5日
百
)
、午
前
1
0時
か

ら

場
所
=
関
原
の
森
(
地
図
参
照
)

内
容
=
開
設
記
念
講
演
会
、模
擬
店
、ま

ち
づ
く
り
パ
ネ
ル

ーミ
ニ
チ
ュ
ア
彫
刻

模
型
の
展
示
、工
作
教
室
、防
災
体
験
等

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

・
。(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹
、
ま
た
は

ま
ち
づ
く
り
公
社

昔
(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

愛
恵
ま
ち
づ
く
り
記
念
館

昔
(
3
8
8
9
)
7
5
2
0

「愛息まちづくり記念館」のこの洋風の建物は、
昭和5 年にアメリカの宣教師によって設立された
「愛恵学園」の幼稚園舎を改修したものです。F愛
恵学園」は、子供の教育はもちろん、社会福祉や、
保健衛生指導などの活動を行っていました。平成3
年に学園は幕を閉じましたが、歴史がある木造

の建物は、コミュ ティ住環境整備事業の中で「愛
恵まちづくり記念館j として生まれ変わり、新た
な歴史をスタートさせました。

〈案 内 図 〉

し
ょ
う
ぶ
の
花
が
見
ご
ろ
で
す

春

の

施

設

見

学

会

日
時
1
6

月
1
1
・
1
4
・
1
6
・
1
7日

、
午
前
9

時
～

午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
=
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

、

生
物
園
、
こ
ど
も
科
学
館
等
の
区
内
各
施
設

※

千
生
本
庁
舎
か
ら
出
発
し
ま
す

対
象
=
1
8
歳
以

上
の
区
民
(

い‥
日
は
親
子
対
象
で
す
。
必
ず
小
学

校
1

年
生
以
上
の
子
ど
も
と

、
保
護
者
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
)

定
員
=

各
日
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、氏

名
。年
齢

、
電
話
番
号

、希
望
日

、「
施
設
見
学
会
希

望

」と
明
記

※
(

ガ
キ
ー
通
で
2

人
ま
で

、重
複

は
無
効

期
限
1
5

月
1
0
日
必
着

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
閇一
千
生
1
-
4
-
1
8

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

葦立ち組

曲

「
わ

が
街
に

」

早
や
葉
桜
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
の
桜
ほ
ど
、
咲
く
の
が
待
た

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気

が
致
し
ま
す

。
不
況
や
外
圧
な
ど

沈
み
が
ち
な
社
会
に

、花
の
便
り

は
明
る
く
心
和
む
も
の
で
し
た

。

桜
の
咲
く
こ
ろ
を
と
、
特
に
心

待
ち
に
し
た

も
う
一
つ

の
理
由

は
、
組
曲

「
わ
が
街
に
」
の
初
演

で
す

。区
制
6
0
周
年
を
記
念
し
て

、

作
詩
を
な
か
に
し
礼
先
生

、
作
曲

を
團
伊
玖
磨
先
生
に
お
願
い
し
た

こ
の
曲
の
お
披
露
目
が
、3

月
2
7

日
完
成
し
た
ば
か
り
の
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
の

で
す

。
会
場
は
抽
選
で
当
た
っ
た

区
民
で
満
員

。
團
先
生
の
指
揮
の

も
と
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
合
唱
も

足
立
区
民
の
手
に
よ
っ
て
演
奏
さ

れ
た
そ
れ
は

。
素
晴
し
い
の
一
語

に
尽
き
ま
し
た

。
優
し
い
旋
律
の

「
舂
」か
ら

、
勇
壮
で
力
強
い
「
冬
」

ま
で

、
躍
動
し
発
展
す
る
足
立
を

見
事
に
象
徴
す
る
曲
で
し
た

。

正
直
申
せ
ば

、
詩
を
見
て

も
、

楽
譜
が
で
き
た
と
闃
い
て
も
、
素

人
の
悲
し
さ

、
ど
ん
な
風
に
で
き

上
が
る
の
か
不
安
で
し
た

。
し
か

し

、
演
奏
が
終
わ
っ
た
と
た
ん
の

割
れ
る
よ
う
な
拍
手
、
「
ブ
ラ

ボ

ー
」
と
い
う
声
に

、
思
わ
ず
熱
い

も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た

。

桜
の
季
節
に
足
立
で
生
ま
れ
た

こ
の
曲
が
、
日
本
の
津
々
浦
々
で

演
奏
さ
れ
、
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん

。

区長
　
古性
直

◎ 毎月1日( EXP) ・10日・25日発行
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心身障害者福祉手当
( 区制度)など手当額
が改定 され ました

鱈
霖
霜
摯
芒
鈿
″
)
。

霍
S
祉
盂
、重
度
心
・
4
1

者
手
当
(
都
制
度
)
ヽ
福
祉
手
当
(
t
制

度
)
″一
手
当
額
が
6
年
4
月
分
か
ら
表
1

の
よ
お
り
改
定
さ
れ
隶
し
た
。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(区
制
度
)

・
難
病
患
者
福
祉
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

4
月
2
5
日
ご
ろ
、届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
5
年
り
一
月
～
6
年
3
月
分
)

を
振
り
込
み
ま
す

。
各
金
融
機
関
で
守

払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。
ま
た

、
壼

2
。
表
3
に
該
当
す
る
方
で
、
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)の
2
月
1
4

月
分
を
、5
月
1
0日
ご
ろ
、届
け
出
さ

れ
た
口
座
に
振
ひ
込
み
ま
す
。
各
金
融

機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係(

3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表1　手当額改定一覧

表2　心身障害者福祉手当

表3　難病患者福祉手当

宿 泊 施 設 インフォメ ー ショ ン

空
き
室
の

利
用
案
内

抽
選
後
の
2

き
室
の
申
し
込
み

は
、
利
用
月
の
前
月
の
第
2

金
曜

日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」端
末
機

で
予
約
で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
社
の
各
施
設
(
左
表
)

で
も
直
接
受
け
付
け
ま
す

。

5
月
分
の
空
き
室
利
用
は

、
各

公
社
施
設
で
受
け
付
け
て
い
ま

す

。6
月
分
は
▽
窓
口
・・・
5
月
1
3
日

か
ら

、
▽
一

話
…
5
月
2
0
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す

。
※
予
約
後

、3

日
以
内
に
お
近
く
の
公
社
施
設
で

利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(

申
し
込
み

は
、
利
用
日
の
3

日
前
ま
で
で

す
)
。

● 7月分の利用案内

● 各施設利用者案内

※ 詫 沼 野 外レ ク リ エ ー シ ョ ン セ ン タ ー の7 月 ・8 月 分 の 受 付 は 既 に 終 了 し ま し だ。

※ 那須・森の家、湯河原あだち荘、伊豆高原あだち荘の7月21日～31日までの利用は1グループ3郡屋以内に限
り ます。

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、⑩は午前9時～午後5時、⑩は午前
10時～午後6時( 笛週火皿日休館) 、0@は午前10時～午後6時( 毎酒月鼈日
休館)
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保

健

ガ

イ

ド

集
団
給
食
施
設
技
術
者
講
習
会

日
時
1
5
月
1
3・
2
0日
、
午
後
1
時
3
0

分
1
3
時
3
0分

場
所
=
千
住
保
健
所

内
容
-
1
3日
・
:集
団
給
食
向
調
理
の
基

本
「
米
」(
東
京
製
菓
学
校
講
師

田
口

道
子
氏
)
、2
0日
・
:
安
全
に
食
べ
る
(

元

東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
試
験
研
究
室

室
長

増
尾
膺
氏
)

対
象
―
事
業
所
、

訶
院
、
学
校
、
寄
宿
舎
、
児
童
・
社
会

璢
祉
施
設
な
ど
の
給
食
管
理
者
、
栄
養

士
、
調
理
師
そ
の
他
調
理
関
係
者
、
在

宅
栄
養
士
等

定
S
=
6
0人
(
先
一
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(
左
表

・
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)

「遊
び
の
会
」
会
員
募
集

お
母
さ
ん
が
中
心
と
な
り

、
子
供
と

一
諸
に
楽
し
く
遊
び

、
子
育
て
を
学
ぶ

会
で
す
(
月
1

回
活
動
)
。ぜ
ひ
、ご
参
加

く
だ
さ
い

。

対
象
―
じ
ゃ
ん
け
ん
ぼ

ん
・
:
6
ヵ
月
I
2

歳
6

ヵ
月
/

友
遊
会

…
2

歳
6

ヵ
月
～
就
園
前

費
用
=

無

料

定
員
1

各
3
5
組

申
込
=

電
話

塲
・
申
・
問
先
=

東
和
保
健
相
談
所
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
に

歯
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、午
前
9
時
～

午
後
1
時
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
―

足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の

軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
場

所
ま
で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同

伴
が
必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。日
時
=
火
曜
日
～
土
曜
日
(
日

時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)
対
象
―

区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
霞
者
の
い
る
方
※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
。本
人
の
健
康
状

態
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、診
凍
閲
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
穿
y
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
儿
璢
?
(
曜
日
～
土
曜
日
の

午
前
9
時
3
0分
I
正
午
、
午
後
1
時
1
3

時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)

費
用
―
保

険
診
療

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン

タ
ー
　
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

5
月
の
献
血

日
時
等
a
左
表
の
と
お
り

問
先
=

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
I
I
I
㈹

5月の献血日程表

*いずれも午前10時～11時30分、
午後12時30分～3時30分

健康カレンダー 5 月の予定

掲
示
板

□
都
営
住
宅
・
公
社
住
宅
居
住
者
の
皆

さ
ん
へ
「
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
竹
の

塚
営
業
所
移
転
」
の
お
知
ら
せ

移
転
先
―
栗
原
l
t
2
-

―
(

都
営
栗

原
一
丁
目
ア
パ
ー
ト
ー
階
)

※
諸
届

・
申
請
の
際
は
お
気
を
つ
け
ぐ
だ
さ
い

新
名
称
―
西
新
井
営
業
所

3
8
8
5
)
4
6
1
1

□
女
優
の
田
中
好
子
さ
ん
足
立
郵
便
局

の
一
日
局
長
に

当
日

、
田
中
好
子
さ
ん
に
よ
る
記
念

品
の
販
売
や
、
来
局
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す

。
ぜ
ひ

、
お
越
し
く
だ

さ
い

。

日
時
9
4

月
2
6日
(
火
)
、
正

午

場
・
問
先
1

足
立
郵
便
局
・
総
務

課

昔
(
3
8
8
1
)
2
6
0
0

□
短
期
講
習
「第
3
種
一
気
主
任
技
術

者
」
科
受
講
生
募
集

日
時
=
6
月
2
日
～
7
月
2
1
日
の
火
・

木
曜
日
、午
後
6
時
～
9
時
1
0
分
(
全

1
5回
)

対
象
=

第
3

種
電
気
主
任
技

術
者
を
受
験
希
望
の
在
職
者

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
1
4

千
5
0
0円

申

込
1
5

月
9
日
(
月
)
。
午
後
6

時
に
直

接
来
校

場
・
問
先

―
都
立
足
立
高
等

職
業
技
術
専
門
校
・
能
力
開
発
係

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
憲
法
週
間
記
念
行
事
「爾
演
と
映
画

の
集
い

」

日
時
=
5

月
り
一
日
(
木
)
、
午
後
1

時
～
4

時

場
所
=

な
か
の
z
E
R
o
(

中

野
区
中
野
2
-
9
-
7

中
野
区
も
み
じ

や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー
)

内
容
l

同
和

問
題
啓
発
映
画

「
花
束
」
上
映

、
講
演

「
家
族
と
ロ
マ
ン

」・
:
今
井
通
子
氏
(
登

山
冢
・
医
師
)

等

費
用
=

無
料

問

先
=

都
・
同
和
対
策
部
企
画
指
導
室

(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

□
5
月
2
3
日
(
月
)
か
ら
足
立
税
務
響

と
税
務
相
談
室
足
立
分
室
は
新
庁
舎
へ

移
転
し
ま
す

移
転
先
a

千
住
旭
町
4
-
2
1
(

北
千
住

駅
下
車
徒
歩
i
分
)

移
転
後
の
一

話

番
号
=
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

㈹

税
務
相
談
室
足
立
分
室

(
3
8
7
0
)
9
2
7
0

※
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
等
に
つ
い

て
は
5
月
2
0・
2
3日
は
お
避
け
ぐ
だ
さ
r
V

□
平
成
6
年
度
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険
料
・
労
災

保
険
料
)
は
、5
月
1
6日
ま
で
に
最
寄

り
の
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
先
―
ふ
じ
色
の
申
告
書

・
=都
・
労
働
経
済
局
雇
用
保
険
部

(
5
3
2
0
)
4
7
3
2

く
ろ
色
申
告
S
・
:都
・
労
働
基
準
局

労
災
適
用
課

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

□
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
5
月
は
、
自
動
車
税
と
固
定
資
産
税

・
都
市
計
圃
税
第
1
期
分
の
納
期
で
す

(
2
3区
内
)
5

月
中
旬
ま
で
に
納
税

通
知
S
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
都
税

事
務
所
で
5
月
3
1日
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

▽
5
月
は
、
特
別
土
地
保
有
税
(
保
有

分
・
ミ
ニ
保
有
税
)
の
申
告
納
付
月
で

す
2
3
区
内
に
お
い
て
、2
0
0㎡以
上
の

土
地
を
保
有
し
て
い
る
場
合
は
、1
月
1

日
現
在
の
所
有
状
況
に
つ
い
て
5
月
3
1

日
ま
で
に
特
別
土
地
保
有
税
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
4
月
1
日
か
ら
都
税
に
関
す
る
公
簿

等
の
閲
覧
お
よ
び
証
明
の
手
数
料
が
改

定
に
な
り
ま
し
た

改
定
額
=
公
簿
等

の
閲
覧
…
3
0
0円

証
明
の
交
付
・
:
4
0
0
円

問
先
=
足
立
都
税
事
務
所

3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
子
ど
も
の
日
紀
念
「子
ど
も
の
悩
み

ご
と
特
別
相
談

。い
じ
め
川
芦

」(
第

二
東
京
弁
護
士
会
)

日
時
1
5
月
1
4
日
(
土
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

内
容
l
電
話
・
面
接
相
談

費
用
―
無
料

場
・
問
先
―
第
二
東
京

弁
護
士
会
(
千
代
田
区
霞
が
関
1
-
1
1
4
)
　
(
3
5
8
1
T
8
8
5

□
5
月
の
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
消
防
用
設
備
等
を
点
検
し
ぷ
つ

○
「
適
」
マ
ー
ク
を
理
解
し
よ
ヽ
つA

東
京
消
防
庁
V

□
東
京
都
職
員
採
用
試
験
(
選
考
)

第
1
次
試
験
日
I
I
類
・
猷
医
…
6
月

1
9
日
、
H
類
…
6
月
2
6
日
、Ⅲ
類
・
:
9

月
1
8
日
、経
験
者
・
:
9
月
1
8
日
、身
体

陣
害
者
選
考
・
:
1
0
月
2
3
日
案
内
配
布

と
申
込
受
付
期
間
―
▽
I
類
・
獣
医
、

H
類
(
5
月
9
日
か
ら
配
布
)
郵
送

・
・
・
5
月
9
日
～
2
0
日
消
印
有
効
持
参

…
5
月
2
3
・
2
4
日
▽
Ⅲ
類
、経
験
者

(
6
月
1
5
日
か
ら
配
布
)
郵
送
…
6
月

1
5
日
～
8
月
2
2
日
消
印
有
効
持
参
…

8
月
2
3
・
2
4
日
▽
身
体
障
害
者
選
考

(
8
月
1
8
日
か
ら
配
布
)
郵
送
・
・
・
8
月

1
8
日
～
9
月
2
6
日
消
印
有
効
持
参
…

9
月
2
8
・
2
9
日
受
験
資
格
(
年
齢
は

平
成
了
年
4
月
1
日
現
在
)
=
▽
I
類

(
事
務
・
技
術
)
:
必
一
～
″
歳
▽
I
頬

(
専
門
的
職
種
)
・
:
2
2
-
2
9
歳
▽
猷
医

…
2
4
～
2
9
歳
▽
H
類
(
一
務
・
技
術

・
専
門
)
=
・
2
0
～
2
5
歳
▽
Ⅲ
類
(
事
務

・
技
術
)
・
・
・
1
8
～
9
1
一
歳
▽
経
験
者
(
事

務
・
技
術
)
…
2
9
～
3
3
歳
で
、学
校
卒
業

後
の
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験

が
5
年
以
上
あ
る
方
▽
身
体
障
害
者

選
考
(
事
務
)
・
:
1
8
～
2
7
歳
で
、身
体
障

害
者
手
張
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

戻
専
門
的
な
職
種
の
場
合
、資
格
・
免

許
を
要
す
る
職
種
が
あ
り
ま
す
※
受

験
資
格
、募
集
職
種
、採
用
予
定
数
等
、

く
わ
し
く
は
各
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
申
・
問
先
=
東
京
都
人
事
委
員

会
試
験
課
〒
旧
-
0
1
新
宿
区
西
新
宿
　

(
5
3
2
0
)
6
9
5
2
～
4

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
5
3
2
0
)
7
8
5
1

□
ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の
パ
ー
ト
職

員
募
集

助
務
時
間
―
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時

贍
種
=

寮
母
職
補
助
・
調
理

対
象
1

年
齢
4
5
歳
位
ま
で
の
自
転
車
等
で
通
勤

可
能
な
方

問
先
―
ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど

・
さ
の
　
(
5
6
8
2
)
0
0
0
7

◎ 憲法週間　5月1日～7日「憲法は明るい社会の道しるべ」
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キミ は もう宇宙体験し
ま し た か

ギ ャラ ク シ テ ィ
こど も 科 学 館

ギ ャ ラ ク シ テ ィ「こ ど も 科 学 館 」は21 皀 紀 を
担 う キ ミ た ち の た め の 施 設 で す 。 科 学 へ の 夢
や 未 来 へ の 希 望 を 育 ん で も ら う た め 。自 分 で
体 験 し て 、 桑 し み な が ら 学 べ る 工 夫 が い っ ぱ
い 。[ こ ど も 科 学 而 。1の 展 示 は 。「宇 宙 旅 行N 地i
求が呑5包」 卩 斗学 の 以以劼j 「し丶の ち の 抱 界 」「I鵞4竟

の 調 和 」の5 つ の ゾ ー ン で 構 成 さ れ て い ま す 。
こ の な か の 、「 宇 ぶ 旅 行 、|の ゾ ー ン を 中 心 に 展
示 の 内 方 に つ い て お 知 ら せ し ま ね_

※ ギ ャ ラ ク シ チ イ の 震 称 は 、 こ と も た ち の 宇 宙 へ
の 夢 を 象 徴 す る 「 ギ ャラ ク シ ー( = 銀 河) 」、「 シ テ

ィC 応 化 ソ ーM 」 か ら 名 付 け ま し た 。

ド ッド ーン 。雷 鳴 がと どろ くよ
う な 発射 音に 包ま れ なが らス ペー!
スシ ャト ルは 宇宙 へ 。そ の瞬 間か
ら 観 覧席 の キミも ス ペー スシ ャト
ルの 一貝 ですO こ のド ー ムシ アタ
ーの 映像は 、 宇宙 飛 行士 か撮 影し

たド キ ュメン タリ ーフ ィ ルム 。シ
ャト ルの窓 か ら宇 宙飛 行 士が実 際
に 眺 めた 旭球 の姿 を キミも 見 るこ
と が でき ます 。プ ラ ネタリ ウ ムの
ド ー ムい っぱ いに 広 がる映 像は 、
今 までの 映 回で は抜 ね えな い迫 力

に満 ち てい て惑 黻疸勺です 。 プ ラ ネタ リ ウ ム ホ ー ル で は 、も ち

ろ ん プ ラ ネタ リ ウ ム も 鳬 る こ とヵり!

き ます 。 響 の プ ロ グ ラ ム は 宇 宙 と 鋼

河 の 謎 に せ ま るr 不 罠 皿! ● 押の 世

評 』 で す。
や っぱ り
地 球 は 青 かった

ド ー ムシアタ ー「ザ・ドリー ム・イズ・
アラ イブ 」( THE DREAM I S ALI VE)

〇投 影 と 上映 開 始 時間 ( ドーム=ドームシアター、プラ=プラネタリウム)

〇 料 金 * 写 真 は「ザ・ドリーム・イズ・アライブ 」より

マ ザ
ー シ

ッ プ
で 宇宙 旅行

「 ヨ ウ コ ソ 、 ギ ャ ラ

ク シ ー ツ ア ー へ 」。コ ン1

ピ ュ ー タ 、 ベ ー ダ2( χ 畑 。゙・

の 案 内 で 、16 人 集 り の
丶

マ ザ ー シ ッ ブ で の 宇 宙

旅 行 が ス タ ー ト し ま す 。 美

し い ア ン ド ロ メ ダ 銀 河 を 眺

め てから 、木 璽、火星を 旅する7 分間 。
途中 で 卮わ ぬアク シ デント もあ り 。臨
櫑皿 も肩 点 です。 旅 行を鍵 え て無 事垉
鵞 へ畑 還し たキミ はき っと もう 一 度乗
りた いと 嶇じ るこ と でし ょう。

マザー シヅプは、午前9 時15分始発で15
分毎に発遭。 最終便は 午後6 眄45分。

乗 船できるのは 小学生以上 の方で す。

展 示 室 案 内

○ 利用時間　午前9時～午後7時
○ 利用 料金　 大 人　 小・中 学生

300円　150円
( マザー シツフ の乗船には、*A100I 円

小 ・中学生50円 が別 に必妥となり ます)

ギ ャ ラ ク シ テ ィ

こども科学館
〒¶ 23栗原|- 3- I R5242―8161

0休館日一年ま年始( |み・1日～　　　　　　

1 月4 日) 、 臨 時 休 館 日

・ 歴 示 室: 陌 週 月 曜 日　

( 休 日 の 場 合 は 翌 日)

臺5 月5 日〔 祝 〕は 、区 内aj ・・ 中 学生
の す ぺ ての 翩貝 訓 奎 が 獺肆1に な り ま 羣 。

ラ ム ジ ェ ッ ト

貨物 船 を
キミの手で救え!

空中 に設 置さ れた シ ート に
座 り、 シート ベ ルト を綿 めた
キ ミはも う 宇宙飛 行 士。SR
呎 吸f 瓦 己Er e' scueUNI T)

に乗り 込 んだ キミ
には 。 幼暄し た貨 物 船を 修理
する とい う 重大な 任 務があ り
ます 。手 元 のモニ タ ーを 見な
から ボタ ンを 押し て 、時間 内
に5ヵ 所の 修 理を し なけ れ ぱ
なり ませ ん。 さあ 。キ ミも 任

務を 遂行 でき るか チ ャレン ジ
し て みよ う。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
粉
々
に

…実

験

ラ

イ

ブ

こ の小 さな 実験 コ ーナ ーの 主 役は、 実 験す
る先 生で はな く、吃学 し てい るキ ミたち で す。
「わたしはきっとこうなると思う」など、実
験結果の予想について意見を言いながら、桑
しく参加できます。この5月の連休には液体
窒素を便ってカーネーションの花を粉々にす
る実験を1日5回行う予定です。お匯眺しな
く!

お 隣 りは
西新 井

文化 ホール

こ
の
ホ
ー
ル
は
区
朷
の

音
楽
重
視
型

の
ホ
ー
ル
。席
は
短
呵

木
目
を
生
か
し

た
黶
面
が
す
ぼ
ら
し
い
音
響
効
果
を
創

り
出
し
廖
罵

※
酉
新
井
文
化
ホ
ー

ル
で
行
う
催
し
に
つ
い
て
は
毎
月
―
日

・
2
0日
に
発
行
し
て
い
る
『
公
社
あ
だ

ち
』
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

問
先
-

酉
新
井
文
化
ホ
ー
ル

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

イ
ン フォ

メ ー シ
ョ

ン

苗
木
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し

ま
す

工
鳩
や
事
業
所
な
ご
奮
対
象
に
、
緑
&

I

や
し
て
い
た
だ
く
た
め
苗
木
を
プ

レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象
―
区
内
の

各
種
団
体
(
宗
教
・
政
冶
団

体
は
除
く
)

種
類
―
▽
低
木
(
高
さ
匐
～

匐

″
T

サ

ツ

キ
、
ツ
ツ
ジ
(
オ
オ
ム
ラ
、
グ
ル
メ
、

ペ
ニ
ギ
リ
)
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、ユ

キ

ヤ
ナ
ギ
、
コ
デ
マ
リ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、

ヤ
マ
ブ
キ
、キ
ン
シ
バ
イ
、シ
モ
ツ
ケ

、

セ
イ
ヨ

ウ
パ
イ
カ
ウ
ツ

ギ

▽
中

木
(

高
さ
1
.
5
8
2
.
0
乱

蹊
)

・・
・
イ
チ
イ

、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
マ
サ
キ
、

モ
チ
ノ
キ
、
ム
ク
ゲ
、
ヤ
マ
モ

々
冫

、

ウ
メ
、
ア
ン
ズ
、
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
、
ハ
ナ

カ
イ
ド
ウ
、ナ
ツ
ツ

バ
キ

▽
高
木
(
M
I
u
s

前
後
)・・・
サ
ク
ラ
、ヶ
ヤ
キ

配

布
時
期
-
1
0
月
1
1
1
月
ご
ろ

申
込
I
(

ガ
キ
ま
た
は
封
s
に
団
体
名
、
代
表

者
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
里
す

る
芭
木
の
一

頭
、
本
歌
を
明
記
(
苗
木

の
種
頭
'
K

数
は
都
か
ら
の
供
給
状
況

に
よ
り
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
)

期
限
=
5

月
2
日

必
魯

筒
先
=
千
佳
ぶ
庁
舎
・
緑
化
係

3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

申
先
I
水
と
縁
の
公
社
緑
化
推
迎
課

〒
s
綾
瀬
2
I
匐
1
6

(
3
1
)
8
1
2
6

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
旅
館

国
民
便
康
保
険
課
で
は

、
剛
安
な
科

金
で
ご
利
用
に
な
れ
る
旅
館
等
を
、
東

京
近
県
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
度

の
指
定
施
設
は
左
衷
の
と
お
り
で
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
―
区

内
在
庄
・
在
勤
の
方

申
込
=

晁
設
へ

直
接
電
話
予
釣
り
つ
え
、
利
用
劵
を
持

穆
(
利
用
胯
は

あ
だ
ち
の
国
保
だ
よ
り
9
4

年
4
月
号
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
偏
康
保
険
課
、
区
民
事
務
所
に
も

あ
り
豕
y
)
※
料
金
等
く
わ
し
く
は

直

接
施
設
へ
お
問

い
自
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民

餘
簾

保
険
課
庶
芦
佩

(
a
8
0
)
5
1
2
2

指定旅館一覧表
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千住本庁舎へのお問い合 わせは

3882- 1111㈹
千 住本庁舎 以外 へのお問い 合わせ は

それぞ れの電 話番号 へ。

年

金

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま
で

の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

・
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
=

ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、
会

社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、
自
営
業

に
な
っ
た
方
は
。
国
民
年
金
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い

喪
失
=
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
な
ど
に
就
職

し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
時
は
、

国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
3

号
―
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て

い
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
方
は
、

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

問
先
り
中

央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
ど
の
「
年
金
積

立
金
還
元
融
資
」
を
受
け
て
建
設
さ
れ

た
主
な
施
設
は
表
―
の
と
お
り
で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1　 国 民年 金積立 金還元 融資の 主な施 設

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
5
月
1
1
日
(
水
)
、
午
軟
…
一
時
～

午
後
3

時
3
0
分

場
所
=

中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=

中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、各
種
の
援
護

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。

障
害
(
視
覚
、聴
覚
、平
衡
機
能
、音

声
・
一
菖
語
、肢
体
不
自
由
、心
臓
、腎

臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
。小

腸
機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、I
～
6
級

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必

要
な
診
断
書
(
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)
の
費
用
の
う
ち
、
一
部
(
内
部
障

害
は
3
千
円
、
そ
の
他
の
障
害
は
2
千

円
が
限
度
)
は
、
区
が
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、

日
常
生
活
用
具
等
の
給
付
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
‥
i各

福
祉
事
務
所
(
表
2
)

□
愛
の
手
帳

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
が
各
種
の
援

護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。障
害
の
程
度
で
I
～
4
度
に
区
分

さ
れ
ま
す

。

問
先
=

▽
1
8
歳
以
上
の

方
…

都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
・・・
都
・
足
立
児
童
相

談
所
　
(
3
8
5
4
T
1
8
1

※
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

、
次
の
事
項

に
該
当
す
る
方
は

、
福
祉
事
務
所
へ
必

ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
所

を
変
更
し
た
と
き

▽
氏
名
を
変
更
し

た
と
き

▽
死
亡
し
た
と
き

▽
手
帳

を
紛
失
・
破
損
し
た
と
き

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

へ

。

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度

こ
の
制
度
は
、3
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
病
院
等

で
診
療
を
受
け
た
り
、
薬
剤
の
支
給
を

受
け
た
と
き
の
医
療
保
険
の
自
己
負
担

額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
象
―

区
内
に
住
所
が
あ
る
乳
幼
児
を
養
育
し

て
い
て
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
(
た
だ
し
。所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
方
―
申
躋
者
の

所
得
が
制
限
額
以
卜
£
る
/
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
/
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
/
心
身
障
害
者
医
療
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
/
ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費
の
助
改
糞
文
け
て
い
る

申
請
=
次
の
も
の
を
窓
口
に
持
参
…
①

健
康
保
険
証
(
申
請
者
・
乳
切
恚
/

②

印
か
ん
/
③
年
金
手
帳
ま
た
は
共
済
組

合
員
証
/
④
昨
年
の
1
月
2
日
以
降
足

立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の

区
市
町
村
発
行
の
課
税
証
明
一
(
児
童

手
当
用
)

※
③
と
④
は
、足
立
区
で
児

童
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
不

要
で
す

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・

児
童
医
療
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
ぶ
つ
に

、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(

秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接

。

□
実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(

西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
-
2
9
1
・
6
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

・
:

毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
-
4
)
6
4
6
6

時
間
=

い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5

時

間
先
a

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

福
祉
事
務
所
で
も
受
け
付
け
ま
す

心
身
障
害
者
の
費
用
助
成
な
ど

寝
た
き
り
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど

□
心
身
障
害
者

心
身
障
害
者
交
通
災
害
見
舞
金
支

給
、
身
体
障
害
者
自
動
卑
運
転
免
許
取

得
費
助
成
、
身
体
障
害
者
三
輪
自
転
車

購
入
費
助
碼

人
工
肛
門
・
人
エ
ぼ
う

こ
う
用
装
具
お
よ
び
酸
素
購
入
費
助
成

の
申
請
受
付
が
、
福
祉
事
務
所
で
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
支

払
い
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ま
ま

で
ど
お
り
障
害
福
祉
課
と
な
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

課
、
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

□
寝
た
き
り
高
齢
者

ね
た
き
り
高
齢
者
寝
具
丸
洗
い
・
乾

燥
消
毒
、
ね
た
き
り
高
齢
者
理
髪
サ
ー

ビ
ス
の
申
請
受
付
が
、
福
祉
事
務
所
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お

通
知
等
に
つ
膏
ま
し
て
は
、
い
求
ま
で

ど
お
り
高
齢
者
福
祉
課
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

高
齢
者
福
祉
課
、
ま
た
は
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

表2　 福 祉 事 務 所一 覧

自
転
車
放
置

禁止
区
域案内

大
師
前
駅
周
辺

「
1
台
く
ら
い
」
と

世
い
た
自
転
申
が
次
か

ら
次
へ
と
放
置
を
呼
び

お
こ
し
、
安
全
な
交
通

や
災
害
等
の
緊
急
活
動

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
区
で
は
、
駅
周
辺

お
お
む
ね
掴
m
以
内
を

条
例
に
基
づ
き
自
転
車

放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
、
撤
去
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
自
転
車
を

引
き
取
る
と
き
は
撤
去

料
と
し
て
2
千
円
を
徴

収
、
ま
た
撒
去
浚
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
大
師
前
駅
周
辺

で
は
、
駅
前
や
西
新
井

大
師
周
辺
に
放
置
自
転
車
が
多
く
近
隣

か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

師
前
駅
を
利
用
す
る
方
で
近
く
の
方
は

で
き
る
だ
け
歩
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

通
動
・
通
学
等
で
毎
日
利
用
さ
れ
る
方

は
畦
岫
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
大
師
前
駅
周
辺
の
駐
輪
場

(区
営
)
酉
新
井
六
丁
目
自
転
車
駐
輪

場
・
:西
新
#
6
1
7
-
8

先

(民
営
)
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
大

師
前
・こ
西
新
#
1
-
1
6
-
―

(
3
8
5
4
)
4
1
5
3
(
午
後
5
時

ま
で
)

(
3
8
9
2
)
4
0
8
0
(
夜
間
)

※
移
送
所

竹
の
罹
移
送
所
・
:東
伊
興

町
3
6先
(
竹
の
塚
清
掃
工
場
沿
い
の
東

武
線
高
架
下
)

新
設
道
路
が
放
置
禁

止
区
域
と
な
り
ま
す

西
新
井
駅
と
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
間

に
新
設
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
放

置
禁
止
区
域
に
な
り
ま
す
。

問
先
り

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
第
1
4
回
)
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

募
集
と
参
加
の
お
誘
い
/
5
月
1
5
日

(
日
)
、午
前
H
時
～
午
後
3
時
(
雨
天

の
場
合
5
月
2
2日
)
/
都
市
農
業
公
園

前
広
場
/
出
き
料
1
区
画
千
円
/
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
有
/
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
彩
虹
橦
梁
(

虹
の
懸
け
橋
)
5

月
2
2日
(
日
)
、午

後
5
時
3
0分
開
場
/
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
/
中
国
残
留
孤
児
援
護
基
金
の
募
金

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
/
ス
イ
ン
グ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、ブ
ロ
S
a
・
l
t
o
バ
ン
ド
、

T
e
S
S
ほ
か
多
数
出
演
/
籾
人
/
無

料
/
今
改
　
(
3
8
8
9
)
5
9
0
6

☆
第
1
3
回
憲
法
の
つ
ど
い
5
月
2
2
日

(
日
)
、午
後
1
時
～
4
時
/
産
業
振
興

館
/
映
圃
・
ギ
タ
ー
演
奏
・
記
念
講
演

等
/
大
人
千
円
、
子
供
涙
円
/
草
間
　
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

☆
第
M
回
木
陽
会
油
絵
展
5
月
1
8
日
～

2
5日
(
2
4日
休
館
)
/
西
新
井
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
西
新
井
駅
東
口
前
サ
テ

ィ
4
階
)
/
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
制

作
し
た
作
品
で
す
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
/
無
料
/
会
員
も
募
集
中
(
入
会
金

千
峩
円
、
月
額
千
5
0
0円)
/
池
田

(
3
8
8
3
)
6
2
6
2

=
募
集
=

☆
中
国
語
会
話
サ
ー
ク
ル
毎
週
火
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
北
千
住
駅
近

く
の
区
の
集
会
所
/
中
国
語
会
話
の
練

習
(
初
・
中
級
)
/
入
会
金
千
円
、
月
額

3
千
円
/
前
沢

(
3
8
8
1
)
3
8
1
4

☆
三
味
線
サ
ー
ク
ル
毎
週
土
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
初
心
者
・
基
礎
か
ら
(

三
味
線
無
料
貸
出
ン
入
会
金
な
し
、

月
額
3
千
瞋
円
/
宮
坂
会

(
3
8
5
0
)
4
0
2
7

=
お
知
ら
せ
=

☆
日
曜
柔
道
盤
復
施
術
　
実
施
場
所
等

は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
加
入
の
接

骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
り
　
(
3
8
8
0
)
6
9
5
8
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生
活

環
境

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
大
規
模
物
品
販
売

店
舗
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
(
特
殊
建
築
物
等
)

は
欠
陥
が
あ
る
と
、
火
災
や
地
郷
等
が

発
生
し
た
場
合
、
大
き
な
災
害
に
つ
な

が
り
ま
す
。
建
築
基
準
法
で
は
、
そ
の

ぶ
7
な
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
建
築
物
の
敷
地
。
構
造
お
よ
び
設

備
の
状
況
に
つ
い
て

、
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
が
丁

二
級
建
築
士
ま
た
は
建

設
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者
に
定
期

的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、
そ
の
結
果
を

報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
(
特

殊
建
築
物
等
定
期
調
査
報
告
制
度
)
。な

お
、
定
期
報
告
の
対
象
に
な
る
建
築
物

の
指
定
は
、
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の

改
正
に
よ
り
平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら

表
3
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
平
威
6

年
度
は
太
線
の
枠
内
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

提
出
先
=
儺
東
京
建
築
防
災
セ

ン
タ
ー
〒
1
0
8港区
高
輪
2
-
1
5
-
1
9高

輪
明
光
ビ
ル
5
階

(
3
4
4
8
)
0
8
8
8
㈹

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
建
築
指
導
課
調

査
係

表3　 定期報告の対象になる特殊建築物等
平成6年度定期報告の対象になる特殊建築物等

平成7年度定期報告の対象になる特殊建築物等

平成8 年度定期報告の対象 になる特殊建築物等

※ F≧3は、3階以上の階でその用途に供覃る分郡( 1( x) r r r を超えるものに限る) を育するものをいいます。
A は そ の 用 途 に 供 する 部 分の 床 面 積 の 合 計を い い ま す 。

※ 噺築または改築( 一部改築を除く) にが力わる特殊建築物碍の報告時期は、検査済証の交付を受けた直後の時期を除きます。
( 注1) 5 階 以 上 の 雇 築 物 で 延 べ面 積 が2000m* を 超 え る も のに 限り ま す 。

足
立
区
用
途
地
域
・
地
区
改
正
素
案

地
元
説
明
会
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

あ
だ
ち
広
報
3
月
3
1日
で
ご
案
内
し

ま
し
た
足
立
区
用
途
地
域
・
地
区
改
正

素
案
に
つ
い
て
、
表
4
の
と
お
り
、1
4

カ
所
で
説
明
会
を
閧
催
し
ま
す
。
最
寄

り
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

表4 地元説明会

※ 時間はいずれも午後6時30分～　
8時30分/ 自 動車での来場は

ご遠慮ください/ 「足立区用途
地域・地区 改正素案( あだち広 報
3/ 31 号) 」を お持ちく ださい/ 　スリ ッパをご 持参く ださい

都
市
計
画
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
決

定
と
変
更
を
し
ま
し
た
。

①
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定

(竹
ノ
塚
駅
西
口
地
区
)

区
域
―
西

竹
の
筱
一
丁
目
、
伊
興
町
見
通
、
伊
興

町
前
沼
各
地
内

②
東
京
都
市
計
画
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
決
定
(
竹

ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
)
、東
京
都
市
計
画

高
度
地
区
の
変
更
、
柬
京
都
市
計
画
高

度
利
用
地
区
の
変
更
、
東
京
都
市
計
画

防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更

区
域
9
い
ず
れ
も
西
竹
の
塚
一
丁
目
、

伊
興
町
見
通
各
地
内

③
東
京
都
市
計

画
用
途
地
域
の
変
更

区
城
=
西
竹
の

塚
一
丁
目
地
内

④
東
京
都
市
計
画
再

開
発
地
区
計
画
の
決
定
(
千
住
大
川
端

地
区
)

区
域
=
千
住
関
屋
町
、
千
住

曙
町
各
地
内

⑤
東
京
都
市
計
画
高
度

地
区
の
変
更
、
東
京
都
市
計
画
下
水
道

の
変
更
(
雨
水
ポ
ン
プ
場
・
放
流
き
よ

・
幹
線
)
、東
京
都
市
計
画
河
川
の
変
更

区
域
=
い
ず
れ
も
千
住
関
屋
町
地
内

問
先
・
縦
覧
場
所
9
千
住
本
庁
舎
・
都

市
計
画
係

国

保

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
等
で
診
療
を
受
け
、
支

払
っ
た
診
療
費
(
保
険
が
き
か
な
い
差

額
ペ
ッ
ト
代
等
は
除
く
)
が
、
一
定
の

金
額
(
自
己
負
担
限
度
額
)
を
超
え
た

と
き
、
申
舗
に
よ
り
超
え
た
金
額
が
国

保
か
ら
戻
る
制
度
で
す
。

自
己
負
担

限
度
額
=
住
民
税
課
税
世
帯
…
6
万
3

千
円
/
非
課
税
世
帯
:
1
3万
5
千
嶄
円

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
世
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
2
8
3
ヵ
月
後
に
、

申
請
鉗
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請一
が
届

き
ま
し
た
ら
国
保
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
(
郵
送
で
も
可
)
。

申
・
問
先
9

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

国
民
健
康
保
険
料
の
4
～
6
月
分

納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

平
成
6
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納

入
通
知
書
を
、
4
月
1
9日
に
発
送
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
今
回
通
知
し
た
保
険

料
の
金
額
は
、
今
年
度
の
住
民
税
額
が

確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
と
り
あ
え
ず

平
虞
5
年
度
の
住
民
税
額
で
仮
計
算
し

て
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
正
し
い
保
険

料
は
。
平
成
6
年
度
住
民
税
額
が
確
定

し
た
時
点
で
再
計
算
し
ま
す
の
で
、
そ

の
通
知
の
発
送
は
、
7
月
2
1日
(
予
定
)

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
期
限
は
'毋

月
末
日
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

お

知

ら

せ

大
谷
田
南
公
園
が
改
良
工
事
へ

大
谷
田
隋
公
園
は
、
園
内
改
艮
工
事

の
た
め
5
月
上
旬
か
ら
平
成
7
年
1
1月

ご
ろ
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
=

公
園
課
　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

休 日 診 療 所 の お 知 ら せ5
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
、
休
日
診

廡
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
日
曜
・
祝
日

も
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
等
=
右
表
の
と
お
り

場
・
問

休 日 診 療 所 一 覧

竹の塚休日 診療 所
竹 の塚休日 歯科 診療所 案内 図

( 竹 ノ 塚 駅 東 口 徒 歩5 分)
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★
第
3
回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
★

学
校
の
地
域
活
用
に
つ
い
て

「公
開
講
座
の
よ
う
な
地
域
の
人
が
学
ぶ

場
を
提
供
し
て
欲
し
い
」が
約
6
0
%

今
回
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

は
「
学
校
の
地
扱
活
用
」
を
テ
ー
マ
に

お
聞
き
し
ま
し
た

実
施
―
平
成
6
年
1
月

送
付
数
=
4
7

人

回
収
率
―
囘
%

学
校
開
放
事
業
を
知
っ
て
い
る
か
は

「
知
っ
て
い
る
」
が
約
5
1
%で
し
た
。

学
校
開
放
事
業
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
か
は
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が

約
2
8
%で
し
た
。

学
校
開
放
で
利
用
し
た
施
設
は
「
体

青
館
」
が
一
番
多
く
約
6
9
%
。
学
校
開

放
を
利
用
し
た
と
き
、
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
「
近
所
に
利
用
で
き
る
施
段

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
が
、
約
6
9
%で

し
た
。

利
用
し
た
と
き
困
っ
た
こ
と
、
不
便

だ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
は
「
特
に

な
か
っ
た
」
が
一
番
多
く
約
6
2
%
。
先

生
等
の
専
門
的
知
職
を
活
用
し
て
講
座

や
教
室
。
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
と

き
参
加
し
た
い
か
に
つ
い
て
は
「
参
加

し
た
い
(
で
き
る
だ
け
参
加
し
た
い
・

時
間
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
)
ほ
約
8
5
%

で
し
た
。

ま
た
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
あ
る
学

校
に
対
し
て
何
を
期
待
す
る
か
は
「
公

開
講
座
の
よ
う
な
地
域
の
人
が
学
ぶ
場

を
鳧
供
し
て
欲
し
い
」
が
一
番
多
く
約
6
0
%

で
し
た
。

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

5
月
5

日

し
ょ
う
ぶ
湯

こ
ど
も
と
高
齢
者
に

銭
湯
無
料
開
放

大
き
な
お
風
呂
で
ゆ
っ
た
り
温
泉
気

分
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
凡
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

場
所
―
区
内
の
各
銭
湯

対
象
―
小
学

生
包
歳
)
以
下
と
6
5歳
以
上
の
方

申

込
L
当
日
、
番
台
で
年
齢
を
告
げ
て
く

だ
さ
い
。
柾
明
S
は
不
要
で
す

問
先

1
千
住
本
庁
舎
・
健
康
管
理
課

3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

6 年 度「 銭 湯 」無 料 開 放日 の 予 定

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

地
域
で
支
え
る
高
齢
化
社
会

日
時
1
5
月
1
3
日
(
金
)
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
対
象
―
区
内
在
住
・

在
匐
・
在
学
の
方

内
容
a
当
区
の
保

囑
婦
・
佐
々
木
峯
子
が
、
昨
年
イ
ギ
リ

ス

ー
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ツ
ス
ル
市
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て
学
習
し
た
体

験
を
語
り
ま
す

定
員
1
3
0人
(
先一

順
)

費
用
=
無
料

申
込
-
一
話

申
・
問
先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

情 報 コ ー ナ ー
世 帯と 人 口( 6 年4 月1 日 現 在)

世 帯　257, 925
人 口　641, 388 人

男　　325, 872 人　
女　　315, 516 人

東京足 立少 年少 女合唱団

第25回定期演奏会
創立25 周年 記 念 を 迎 え ての 定 期

演 奏会 で す。 さ わ や か な 歌声 と 八-
モニ ーをお 楽し み く ださ い 。

日 時- 5 月7 日( 十) 、午 後6 時30
分開 演 場 所- イ イ ノホ ール( 霞
ヶ関 駅 下 車) 費 用=1, 0001 円( 全
席自 由) 曲 目- 「さ く ら 」「夢 を
乗せ て 」「美し く 青き ド ナ ウ 」ほ か
※ 団 員 募 集の お 知 ら せ は 、あ だ ち
広 報5月10 日 号 掲 載 予 定 で す 問
先一 事 務 局・ 薬 師 神

3852- 3232( 夜 間) 、千 住 本 庁 舎
・文 化 振 興佩　3882- 1111 ㈹)

浮世絵展 明治の開化絵
文 明 開 化 期 の 東 京

5 月15日( 日) まで 開催

当館収蔵の浮世絵の中から、明
治初期の開化絵を中心に盾示しま
す。開化絵は、日本が近代化のた
めに西欧文化・技術を取り入れ
た、東京の新しい町並み、建築、
交通機関、洋装の人々などを題材
に描かれ、美術的な価値よりも報
道的な役割の強い浮世絵です。写
真技術があまり発達していなかっ
た当時の世相を、現在に伝える貴
重な資料をご覧ください。会期
等- 5月15日まで開催、午前9時～

午 後5 時( 月 曜 日休 館) 入館 料
一 大 人200円 、小 ・中 学 生100円( 20
人 以J この 団 体 は 半 額)

5 月5 日 子 供 の 日

郷 土 博 物 館無 料 開 放

当 日 、 郷 土 芸 能 鑑賞 会 を 行い ま
す 開 演 一午 後1時 ・2時
場 ・ 問 先 一 郷土 博 物 館

3620 ―9393

ホ ー ム ヘ ル パ ー
( 第1回

第2回
) 養 成 講 習3 級 課 程 ( 都共催)

日 時 等 一 下 表 のと お り 対 象- ホ
ー ム ヘル パ ーと し て 働 くこ と を 希
望し 、講 習期 間 中 、 全 日 程を 通 し
て受 講でき る区 民 の 方 定員- 40

人( 抽 選) 費用 一 無 料 申 込 一電

話 期 限- 5 月6 日 申 ・ 問 先 一
総 合ボ ラ ン ティ ア セ ンタ ー

3870 ―0061

ホ ー ム ヘ ル パ ー養 成 講 座日 程 等

※ 施設 実 習、調 理 技術 を 除き、 い ずれも 場 所 は扁 で7区 総合 ボ ラン ティ ア
セン ター( 日 の 出叨 団 地内) 。 閔理 技術 は 、西 綾 瀬ボラ ン ティ ア セン ター 。
施般 実 習は、 い ず れが1 日 選択。

夕焼け放送の時間 変更

夕 焼け 放 送は 、5 月 か ら8 月 ま
で 。 午 後6 時 にな り ます 。 問 先
一 千 住 本庁 舎 ・ 青 少年 課 調 整係

3882- 1111 ㈹

スポー ツ指導員 養成 講習 会「共通 科 目」
共 通科 目 と 専門 科 目( 別 に 開 催)

の 試験 に 合 格し た 方 は 、 足 立区 公
腮 のス ポ ー ツ指 導員 とし て 登録 で
き ます 。 日時 等一 下 表 のと お り
対 象一 両20 歳 以 上で 、 ス ポ ー ツ指
導を 行 っ て い る 方お よ び 指 導 者を
目指 す 方 定 員- 70 人( 抽 選) 費 用

一無 料 申 込一 往 復 ハガ キに ス ポ
ー ツ 指 導 員 養 成 講 習 会 「共 通 科
目」、 住所 、 氏 名( フ リ ガ ナ) 、 年
齢、 性別 、電 話 、 ス ポ ー ツ種 目 、
所属 団 体 を明 記 期 限- 5 月13 日
必 着 申 ・問 先 一 千 住 本庁 舎 ・ 体
育振 興 係　3882 ―1111㈹

スポーツ指導員養成講習会「共通科目」日程等※ 爾・・・諞鍠実… 実技

消 費 者
通 信 大学「暮ら しっく スクール」受 講生 募集

対 象一 区 内 在住 ・ 在 勤 の方 内 容
一自 宅 で 学 習し 、 提 出し たレ ポ ー
ト を 専 門 の 俶牛 が 添 削 指 導 する 通
信 制で す( 全5 回) 。時 間 にゅ とり
のあ る方 は 、 スク ーリ ン グ( 公 閲

講 座) にも ご 参 加く だ さ い( 下 表)
定 員- 80 人( 先 着順) 費用 一 無 料
申 込 一電 話 場 ・ 申 ・問 先 一 消 費
者 セ ン タ ー　3880 ―5385

消費者通信大学「暮らしっくスクール」

※ スクーリングの時間は、いずれも午後6時30分～8時30分

老 人 会 館/ 手 芸 教 室

日時- 5月～7月( 月2回、第2・
4土曜日) 、午後1時～2時30分

内 容- ちぎ り 絵 ・ ブ ロ ー チ・ ア ー

卜 沚 栽 定 員30 人( 抽 選) 費 用
一 無 料 対 象- 60 歳以 上 の区 内 在
住 の 方 申 込 一 直 接窓 口 ま た は電
話 期 限- 4 月30 日 場 ・ 申 ・ 問
先 一 老 人会 館　3859 ―9732

「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す
I . N. Ta. 240, 000


